
様式Ａ（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼書） 
 

令和 ２年 ８月２８日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（依頼者） 

                  〒300-2651 

住所 茨城県つくば市鬼ヶ窪1043 

 

事業者名  株式会社熊谷組 

担当者所属 技術本部新技術創造センター開発第1グループ 

担当者名  久保 隆司 

電話番号  029-847-7505 

電子メールアドレス tkubo@ku.kumagaigumi.co.jp 

 

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う、介護ロボット等に係る「介護現場と

開発企業の意見交換実施事業」について、下記の書類を提出して依頼します。 

 

 

記 

 

 

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式） 

※）実績がない場合は、提出不要 

 

 

 

（本書類の取扱いと留意事項について） 

○ ご提出いただく「介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書」は、介護施設等とマ

ッチングする際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 
従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
○ 適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。 
○ 当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 
○ 案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 



 

様式Ｂ（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書） 

令和 ２年 ８月２８日 

 

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書 

 

１．希望する事業の種類（いずれかに〇印を記入してください。） 

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業 〇 

２．試作機器へのアドバイス支援事業  

 

２．依頼者（企業）の概要 

企業名 株式会社熊谷組 

担当者名 久保 隆司 

担当者連絡先 

住所 
〒３００－２６５１ 

茨城県つくば市鬼ヶ窪１０４３ 

電話 ０２９－８４７－７５０５ 

電子メールアドレス tkubo@ku.kumagaigumi.co.jp 

主たる業種 建設業 

主要な製品 フローラ・テンダー 

希望する施設等の

種類や職種等 

 

希望施設に☑を入

れてください 

複数選択可 

☑介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム 

☑介護老人保健施設：老人保健施設 

□認知症対応型共同生活介護：グループホーム 

□特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム 

☑居宅介護サービス：訪問介護、看護、リハ、福祉用具貸与サービス事業者 等 

□医療機関：病院、診療所、リハビリテーションセンター 等 

□その他：（                          ） 

その他 

福祉介護機器関連は、1999年～2011年に天井吊り下げ型及び歩行器型の体重免荷式歩

行訓練機の開発・販売を行っており、一旦休止していましたが2015年に再開しました。 

今年秋から新たに開発した立ち上がり補助機能付き歩行車「フローラ・テンダー」の

販売を開始します。 

なお、販売はグループ会社の㈱ファテックからとなります。 

 

３．当該機器の開発コンセプト又は試作機器等の概要（可能な限り詳しく記入してください。） 

機器の名称（仮称） （仮称）フローラ・リフト 

試作機器の有無及

び機器のコンセプ

ト（試作機器あれば

写真を添付） 

試作機器の有無 １．有  ・  ２．無 

機器の目的及び特徴 

【目的】自力で立ち上がることが困難な方の移乗 

【特徴】リモコン操作による電動リフト機能、在宅でも使える車椅子と同等の小型サ

イズ、センサーによる過負荷防止（停止）機能 

【コンセプト】日常的な歩行が困難な方が移動する場合、イスやベッドから車イスへ

の乗り移りを介助者が支えて行っています。しかし、介助者が被介助者を立ち上がら

せ、抱えて乗り移らせるといった作業は、介助者の肉体的な負担が大きいばかりでな

く、昨今のコロナ禍においては、介助者と被介助者が密着するといった伝染の危険性

のある作業でもあります。 

 スタンディングリフトであれば、座位の取れる被介助者に対して介助者は吊り具の

脱着といった密着性の比較的低い接触だけとなって長時間密着することがなくなり、
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機械によって被介助者を立たせるため、介助者の肉体的負担を軽減することができる

ようになります。 

また、センサーによる過負荷時停止機能により、何かを引っ掛けた状態などでの動作

を防げます。 

想定する使用者及

び使用方法、使用場

面 

①想定する使用者 

介助により座位姿勢を取ることができ、お尻を浮かせることはできないが、下肢で踏

ん張ることができる方（スタンディングリフトの使用適合者）。 

 

②想定する使用場面 

ベッド、イス、車椅子、便座等間の移乗時（スタンディングリフトの使用場面）。 

 

③想定する使用方法 

既存のスタンディングリフトの使用法と同じ。 

1. 使用者が座位姿勢を取った状態で、（仮称）フローラ・リフト（以下、「機器」

と言う。）を使用者に近づける。 

2. 使用者の足をフットサポート上に乗せ、使用者にハンドグリップを握らせる。 

3. 介助者が使用者に吊り具を装着し、吊り具を機器に取り付け、使用者の脚を膝パ

ットに当てる。 

4. 介助者が機器を操作し、使用者を吊り上げ立たせる。 

5. 使用者が立った状態で、座り込む対象物（イス、ベッド、便座等）に座り込むこ

とが可能な位置まで介助者が機器ごと使用者を移動させ、介助者が機器を操作し

て使用者を座り込ませる。 

現在の開発状況と

主な課題 

【開発状況】構想段階 

【主な課題】フローラ・テンダーをベースに開発することを考えています。 

1. 想定している被介助者の体格（身長、体重等）の妥当性 

・ 身長140～170cm、体重＜100kg 

2. 機器の寸法と重量の妥当性 

・ 幅60cm、長さ95cm、高さ105～120cm、重量50kg 

3. 開発中や試作時のユーザーレビュー、モニターをしていただける人がいないこ

と。 

 

特にアドバイス（意

見交換）を希望して

いる事項 

1. 介助者が操作する際に重視する点 

2. 吊り具に関して重視する点 

3. 移乗用リフトの施設や在宅でのニーズ 

4. 移乗用リフトにあるといいと思う機能 

5. 購入（レンタル）してもいいと思える価格 

6. 色を含むデザイン、形状に対する要望 

7. その他気づいた点、ご意見等いただければ幸いです。 

その他 

フローラ・テンダーのカタログと（仮称）フローラ・リフトのイメージを添付します。 

機器のイメージのご参考にしてください。 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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ハンドグリップ

フットサポート

膝パット
フローラ・リフト フローラ・リフト

吊り具

リモコン

（仮称）フローラ・リフトは、後方サポートタイプの電動リフトです。

（仮称）フローラ・リフトのイメージ

① 使用者が座位姿勢を取った状態で、フローラ・リフトを使用者に近づける。

介護者

使用者
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② 使用者の足をフットサポート上に乗せ、使用者にハンドグリップを握らせる。

③ 介護者が使用者に吊り具を装着し、吊り具を機器に取り付け、使用者の脚
を膝パットに当てる。



2020/8/27

3

④ 介護者が機器を操作し、使用者を吊り上げ立たせる。

⑤ 使用者が立った状態で、介護者が機器ごと使用者を移動させる。









熊谷組 歩行支援機器の開発の歴史 

 

 当社は、1999 年 7 月より、独立行政法人産業安全研究所の杉本旭先生の特許に基づいた、

体重免荷式歩行器の共同開発（NEC キートン、ロボトピア）に参加していました。この時

開発していた体重免荷式歩行器は鉄板天井から吊下げる方式であったことから、天井の構

造を良く知るゼネコンであること、また、当時当社で開発していた壁面塗装ロボットの移

動部分の構造が体重免荷式歩行器の移動機構に近い物であったことなどから、お声掛けい

ただいた次第です。 

 後にこの体重免荷式歩行器を「フローラ」と名付け、この共同開発を基に販売やメンテ

ナンスなどの実施者が集まって「フローラ協会」を作りました。 

 2001 年に天井鉄板式歩行器の実用 1 号機とハーネスが完成しました。以後、ハーネスは

改良を続け、歩行器も天井から吊下げない歩行器式のものが 2003 年に完成しました。 

 この時開発した体重免荷式歩行器（旧フローラ）は、完全にリハビリ訓練用であったこ

と、天井鉄板式は天井の改修（補強）工事も必要で高コストであったこと、歩行器式のも

のも機械が大きかったことなどからあまり普及せず、10 年ほど前に一旦販売と開発を中止

しました。 

 2016 年になり少子高齢化が社会問題となる中、介護需要の高まりなどを背景に、在宅で

の自立生活支援機器として新たに開発したのが今回の「フローラ・テンダー」とその関連

商品です。 

 

旧フローラの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

天井鉄板式フローラ 

 天井に平滑な鉄板を張り、強力な磁石で吊り下げて

います。磁石と鉄板の間にはわずかな隙間があり、自

在に動くことができます。 

 リハビリを目的とした歩行訓練用として開発されま

した。 



 
歩行器式フローラ 

 上に屋根のような張り出した天秤により天井鉄

板式と同様の免荷機能があります。また、転倒防止

機能も備えています。タイヤは 6 輪です。 

 天井鉄板式と同様、リハビリを目的とした歩行訓

練用として開発されました。 

フローラハーネス 

 フローラに装着するもので、歩行訓練をする際の体重免荷、転倒防止のた

めに使用します。固定方法の違いにより 3 タイプがあり、ズボンなど衣服の

上から装着します。 

 お尻の下にあるミニサドルとベルトワークにより、長時間使用しても痛く

ならないという特徴があり、フローラ本体よりよく売れました。 
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